
令和７年度大規模災害協定に基づく連絡会議事録 
（大隅ブロック） 

 
日 時：令和 7 年 5 月 20 日 (火)  14:00～15:00 
場 所：大隅地域振興局 別館 2 階大会議室 
出席者：【大隅地域振興局 建設部 15 名】 
 建設部長（小濵 磨） 土木建築課長（豊倉 勇司）  
 土木建築課 技術補佐（大内田 正人）※進行 河川港湾課長（本後 和浩） 
 河川港湾課 技術補佐（坂本 忠義） 技術補佐兼道路維持第 1 係長（若松 昭彦） 
 道路建設第 2 係長（井料 正貴）        道路維持第 2 係長（古屋 健一） 
 技術主幹兼河川砂防第 2 係長（笠井 純一） 技術主幹兼港湾漁港係長（福永 幸博） 
       参事（曽於市駐在 平川 英貴） 技術主幹（曽於市駐在 平田 芳朗） 
 技術主幹（曽於市駐在 柏木 隆慶）            技術主幹（志布志市駐在 新澤 英作） 
 技術調整係長（新 織恵） ※事務局 
   
 
   【鹿児島県測量設計業協会 15 名】 
 会長（安永 幸信）  理事（岩満 俊一郎・坪内 己喜男） 
 連絡責任者（正） （株）錦城（早﨑 孝志） 
 連絡責任者（副） （株）南日本技術コンサルタンツ（谷口 光久・佐々木 晋司） 
 地元業者（会員）9 名 
 
   【鹿児島県地質調査業協会 6 名】 
 理事長（川邊 信也） 副理事長（宇都 忠和）  理事（緒方 康浩・松元 啓輔） 
 監事（山田 和宏）  連絡責任者 南九地質（株）（岩崎 伸一郎） 
 

会議資料 

 大隅地域振興局より（資料 1） 

  1.会次第、出席者名簿 

  2.測量設計業協会・地質調査業協会の協定書・様式等 

  3.大隅地域振興局建設部資料 

   1) 大隅地域振興局建設部連絡体制、2) 緊急輸送道路ネットワーク計画図 

   3) 管内の概況、4) 公共土木施設等の台帳 

 

 鹿児島県測量設計業協会より（別冊 1） 

  災害支援協力に関する協定の経緯、災害支援協力のフロー図、調査時の携行品等 

  連絡体系図、名簿等 

 
 鹿児島県地質調査業協会より（別冊 2） 

  災害支援協力に関する協定の経緯、支援協力の流れ、災害調査時の携行品 

  連絡体系図、名簿、過去の地質調査等報告   



 
 議事録（司会･進行:土木建設課 技術補佐 大内田 正人） 

 

 １.開会挨拶 

   小濵 磨 建設部長 
   安永 幸信 鹿児島県測量設計業協会 会長 
   川邊 信也 鹿児島県地質調査業協会 理事長 
 
 ２.令和６年度の連絡体制について（資料 1） 
   被災状況調査に係る支援協力に関する連絡体制（赤書きが今年度変更点）資料 1 P.65 

   緊急輸送道路ネットワーク計画図（最新版を添付）資料 1 P.66 

   管内の現況（最新版を添付）資料 1 P.67～） 

 

 ３.大規模災害支援協力について（測量設計業協会） 

   別冊 1 に基づき、災害支援協力に関する協定の経緯、協会の活動内容、フロー図、調査

時の着衣、連絡体制、名簿等の説明 

 

 ４.大規模災害支援協力について（地質調査業協会） 

   別冊 2 に基づき、災害支援協力に関する協定の経緯、協会の活動内容、調査時の着衣、

連絡体制、名簿等の説明、過去の事例紹介 

 

 ５.意見交換 

  【大隅振興局】 

   大隅地域はエリアが広大で、大規模災害はもとより小規模な災害でも地域住民の生活に

影響を及ぼす場合、災害要請行う考えである。これからも地域の安全を守るため協力をお

願いしたい。 

 

  【測量設計業協会】 

   災害の大小に関わらず、気にせずに要請をして下さい。また、ＤＸ査定への機材や対応

も気にせず要請して下さい。 

 

  【地質調査業協会】 

   大規模災害時はボーリング機械が不足することが危惧される。その際は、協会員で、人

材・機材の手配等の連絡体制も整えている。場合によっては通常業務を止めて対応したい。 

 

  【測量設計業協会】 

   災害時は、災害対応を優先する旨の通知を出すことはできないか。 

 

  【大隅振興局】 

   以前は災害の度に通知を出していたが、現在は災害対応を優先することを前提条件と考

えているため、通知は出していない。  



 

 ５.意見交換（続き） 

  【大隅振興局】 

   大規模災害対応のための履行期間延長はやむを得ないと考えているが、通常業務を抱え

ているにも関わらず単発の災害支援に応じて、通常業務が遅延することがないように、大

規模災害でないときには各社の業務状況に応じた支援態勢を取っていただけるとありがた

い。 

 

  【測量設計業協会】 

   わかりました。 

   なお、大規模災害の支援の要請が出された際は、「被災状況調査の対応時」と「査定後の

随意契約時」に各社へ対応可能かの確認を行っている。 

 

  【測量設計業協会】 

   昨年度と同様に随意契約を考えてよろしいのですか。 

 

  【大隅振興局】 

   被災状況調査結果の全ての箇所が随意契約となるわけではないが、協会を通して要請し

ている場合、随意契約となると考えている。また、大規模ではなくても緊急性が高い場合

大規模災害協定に準じた対応とすることもある。 

 

  【測量設計業協会・地質調査業協会】 

   その際は、各ブロックの責任者へ連絡をお願いします。 

 

  【測量設計業協会】 

   昨年度はＤＸ査定を行っていない。まだ対応できる会社も少ないが、調査や査定時の安

全確保や人員削減に向けて取り組んでいる。 

 

  【大隅振興局】 

   職員で調査・把握が出来ない規模の災害や緊急性の高い災害の発災時は、災害支援協力

をよろしくお願いいたします。 

 

  【測量設計業協会・地質調査業協会】 

   遠慮なく連絡を下さい。 

閉会（PM3:00） 

  



 

連絡協議会風景 

 
 

 


